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１、室町期の島津本宗家と御一家

 　
　

第
一
章　

室
町
期
の
島
津
氏
と
「
三
州
大
乱
」

　
　

１
、
室
町
期
の
島
津
本
宗
家
と
御
一
家

一
六
世
紀
初
頭
の
状
況

　

島し
ま

津づ

貴た
か

久ひ
さ

は
、
永
正
一
一
年
（
一
五
一
四
）
五
月
五
日
、
薩
摩
国
田た

布ぶ

施せ

（
鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市
金
峰
町
）
に
て
、

島
津
相そ
う

州し
ゅ
う

家け

忠た
だ

良よ
し

（
日じ
っ

新し
ん

斎さ
い

）
の
嫡
男
と
し
て
誕
生
し
た
。
の
ち
に
戦
国
島
津
氏
の
全
盛
期
を
築
く
、
島
津
四
兄
弟

（
義よ
し

久ひ
さ

・
義よ
し

弘ひ
ろ

・
歳と
し

久ひ
さ

・
家い
え

久ひ
さ

）
の
父
で
あ
る
。
同
じ
年
の
生
ま
れ
に
、
細
川
京け
い

兆ち
ょ
う

家
当
主
細
川
晴は
る

元も
と

（
一
五
一
四
～

六
三
）、
三
歳
上
に
、
の
ち
に
義
兄
と
な
る
大
隅
国
の
有
力
国く
に

衆し
ゅ
う

肝き
も

付つ
き

兼か
ね

続つ
ぐ

（
一
五
一
一
～
六
六
）
や
、
第
一
二
代
将

軍
足
利
義よ
し

晴は
る

（
一
五
一
一
～
五
〇
）、
四
歳
上
に
、
尾
張
の
織
田
信の
ぶ

秀ひ
で

（
信
長
の
父
、
一
五
一
〇
～
五
一
）、
ひ
と
つ
下
に
、

関
東
の
戦
国
大
名
北
条
氏う
じ

康や
す

（
一
五
一
五
～
七
一
）
が
い
る
。

　

貴
久
が
生
ま
れ
た
一
六
世
紀
初
頭
、
畿
内
で
は
足
利
義よ
し

尹た
だ

（
義よ
し

稙た
ね

）
を
将
軍
に
戴
く
細
川
高た
か

国く
に

・
大
内
義よ
し

興お
き

政
権
が

続
い
て
お
り
、
関
東
で
は
小
田
原
の
伊
勢
宗そ
う

瑞ず
い

（
北
条
氏
康
の
祖
父
）
が
相
模
国
を
統
一
し
つ
つ
あ
っ
た
。
九
州
で
は
、

豊
後
国
守
護
大
友
義よ
し

長な
が

が
、
筑
前
・
豊
前
両
国
を
押
さ
え
る
大
内
義
興
と
和
睦
し
、
筑
後
・
肥
後
両
国
に
進
出
し
つ

つ
あ
っ
た
。
一
方
、
守
護
島
津
氏
の
分
国
た
る
薩
摩
・
大
隅
・
日
向
三
か
国
（
現
在
の
宮
崎
・
鹿
児
島
両
県
）
は
、
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年
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第一章　室町期の島津氏と「三州大乱」１、室町期の島津本宗家と御一家

「
三さ
ん

州し
ゅ
う

大た
い

乱ら
ん

」（『
島
津
国
史
』
永
正
七
年
〈
一
五
一
〇
〉
条
）
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
の
混
乱
状
態
に
あ
っ
た
。

　

ま
ず
は
、
島
津
貴
久
が
直
面
し
た
一
六
世
紀
初
頭
に
始
ま
る
混
乱
状
況
が
、
い
か
に
し
て
出
現
し
た
の
か
見
て
い
く

必
要
が
あ
ろ
う
。

島
津
奥
州
家
の
三
州
統
一
と
そ
の
全
盛
期

　

南
北
朝
・
室
町
期
の
島
津
氏
は
、
薩
摩
国
守
護
家
の
島
津
師も
ろ

久ひ
さ

を
祖
と
す
る
島
津
総そ
う

州し
ゅ
う

家け

（
惣そ
う

領り
ょ
う

家け

）
と
、
大

隅
国
守
護
家
の
島
津
氏う
じ

久ひ
さ

を
祖
と
す
る
島
津
奥お
う

州し
ゅ
う

家け

に
分
か
れ
て
お
り
、
一
五
世
紀
初
頭
、
総
州
家
伊こ
れ

久ひ
さ

と
奥
州
家

元も
と

久ひ
さ

の
と
き
に
両
家
は
対
立
す
る
に
至
る
。
応
永
一
一
年
（
一
四
〇
四
）
六
月
二
九
日
、
足
利
義よ
し

満み
つ

は
、
奥
州
家
元
久

に
日
向
・
大
隅
両
国
守
護
職
を
安
堵
し
（『
島
津
』
六
九
号
）、
同
一
四
年
に
総
州
家
伊
久
が
没
す
る
と
、
そ
の
二
年
後

の
同
一
六
年
九
月
一
〇
日
に
は
、
将
軍
足
利
義よ
し

持も
ち

が
奥
州
家
元
久
を
薩
摩
国
守
護
職
に
補
任
す
る
（『
島
津
』
七
〇
号
）。

こ
れ
に
よ
り
、
薩
摩
・
大
隅
・
日
向
三
か
国
守
護
職
は
、
島
津
奥
州
家
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
、
以
後
、
総
州
家
に
代

わ
っ
て
惣
領
家
（
本
宗
家
）
と
な
っ
た
奥
州
家
に
よ
っ
て
、
三
か
国
守
護
職
も
相
伝
さ
れ
て
い
く
。
ま
た
、
こ
れ
以
降
、

奥
州
家
当
主
は
、
寺
社
へ
の
寄
進
状
や
棟む
な

札ふ
だ

に
「
三さ
ん

州し
ゅ
う

太た
い

守し
ゅ

」
と
自
称
あ
る
い
は
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

島
津
奥
州
家
の
全
盛
期
、
最
も
安
定
し
た
時
期
を
築
い
た
の
は
、
島
津
氏
久
の
曾
孫
に
あ
た
る
立た
つ

久ひ
さ

（
一
四
三
二
～

七
四
）
で
あ
る
。
立
久
の
父
忠た
だ

国く
に

の
時
期
、
島
津
氏
の
領
国
は
「
国
一
揆
」
と
よ
ば
れ
る
有
力
御
一
家
・
国
衆
の
蜂
起

が
勃
発
し
、
さ
ら
に
は
こ
の
「
国
一
揆
」
を
鎮
圧
し
た
忠
国
の
弟
用も
ち

久ひ
さ

（
好よ
し

久ひ
さ

・
持も
ち

久ひ
さ

）
が
、
本
宗
家
の
家
督
を
奪
取

し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
内
訌
に
発
展
す
る
な
ど
、
長
期
に
わ
た
り
争
乱
が
続
い
た
。

　

島
津
立
久
は
、
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
頃
、
独
裁
的
傾
向
の
強
い
父
忠
国
を
追
放
し
て
権
力
を
掌
握
す
る
と
、
反

島
津
方
国
衆
の
討
伐
を
進
め
る
一
方
で
、
そ
の
没
収
地
を
叔
父
ら
に
配
分
し
て
一
族
の
結
束
を
固
め
つ
つ
、
こ
れ
ま

で
敵
対
し
て
き
た
薩
摩
の
入い
り

来き

院い
ん

氏
や
日
向
の
伊
東
氏
ら
と
和
睦
し
て
、
領
国
の
安
定
化
を
図
っ
た
。
そ
の
上
で
、
国

境
の
要
地
を
守
護
直
轄
領
と
し
て
経
済
基
盤
を
確
立
し
つ
つ
、
滅
亡
し
た
御
一
家
・
国
衆
の
一
族
・
被
官
を
守
護
被
官

（
御み

内う
ち

）
に
吸
収
し
て
人
的
基
盤
を
拡
大
し
、
新
た
な
直
轄
領
や
そ
の
周
辺
に
配
置
し
て
い
っ
た
。

忠４
宗

頼
久

友
久

立11
久

忠11
隆

忠11
治

忠
氏

和
泉
氏

川
上
氏

相
州
家

（
勝
久
）

（
持
久
）

喜
入
氏

忠
光

佐
多
氏

時
久

新
納
氏

氏６
久

久８
豊

忠
将

尚
久

季
久

豊
州
家

有
久

大
島
氏

豊
久

義
岡
氏

忠
弘

用
久

薩
州
家

奥
州
家

総
州
家

資
久

樺
山
氏

資
忠

北
郷
氏

忠９
国

久
逸

元７
久

貞５
久

忠11
昌

運
久

善
久

頼
久

国
久

忠
廉

忠
徳

系図１　島津氏略系図　※数字は「正統系図」に基づく
家督継承順位

師
久

忠11
兼

忠
良

忠↑

良
忠
誉

成
久

忠
朝

伊
久

貴11
久

貴↑

久
忠
俊

実
久

忠
親

忠
興

忠
広

　

こ
う
し
た
〝
ア
メ
と
ム

チ
〟
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
に

よ
り
、
島
津
奥
州
家
に
よ
る

領
国
支
配
は
安
定
化
し
、
全

国
的
に
は
応
仁･

文
明
の
乱

に
よ
り
慢
性
的
な
争
乱
状
況

に
入
っ
て
い
く
な
か
、
南
九

州
に
十
数
年
間
の
「
平
和
」

が
訪
れ
た
の
で
あ
る
。
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第一章　室町期の島津氏と「三州大乱」１、室町期の島津本宗家と御一家

領
国
内
国
人
の
三
区
分
と
島
津
姓
御
一
家
の
成
立

　

こ
こ
で
改
め
て
、
島
津
氏
領
国
内
国
人
の
呼
称
に
つ
い
て
、
解
説
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
は
、「
御ご

一い
っ

家か

」
で
あ
る
。

こ
れ
は
島
津
氏
一
族
・
庶
子
家
で
、
自
ら
の
城
と
そ
れ
に
付
随
す
る
所
領
を
持
つ
も
の
を
指
す
。
分
出
時
期
は
さ
ま
ざ

ま
で
、
鎌
倉
期
に
分
出
し
た
山
田
氏
・
伊い

作ざ
く

氏
、
南
北
朝
期
に
分
出
し
た
佐さ

多た

・
新に
い

納ろ

・
樺か
ば

山や
ま

・
北ほ
ん

郷ご
う

の
各
氏
、
忠

国
・
立
久
期
に
新
た
に
御
一
家
と
な
っ
た
、
後
述
の
島
津
名
字
庶
子
家
な
ど
が
あ
る
。
鎌
倉
・
南
北
朝
期
に
分
出
し
た

御
一
家
は
、
南
北
朝
末
期
以
降
、
後
述
の
「
御み

内う
ち

」
ら
と
契け
い

状じ
ょ
う

（
起き

請し
ょ
う

文も
ん

）
を
取
り
交
わ
す
な
ど
し
て
結
束
し
、
守

護
島
津
氏
を
支
え
る
一
方
、
時
に
は
本
宗
家
当
主
の
改
替
を
図
っ
た
り
も
し
た
。

　
「
御み

内う
ち

」
は
、
守
護
島
津
氏
の
譜
代
被
官
・
直
臣
の
こ
と
で
あ
り
、
島
津
氏
一
族
で
、
城
領
を
も
た
な
い
も
の
も
こ

の
区
分
に
含
ま
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
出
自
は
、
鎌
倉
期
以
来
の
譜
代
（
本
田
）
の
ほ
か
、
鎌
倉
末
か
ら
南
北
朝
期

に
か
け
て
被
官
化
さ
れ
た
中
小
領
主
（
平
田
、
村
田
、
鹿か
の

屋や

、
蒲か
も

生う

、
富
山
一
族
な
ど
）、
御
一
家
・
国
衆
の
庶
子
家
（
肝

付
、
宮み

や

丸ま
る

、
末す
え

弘ひ
ろ

）、
南
北
朝
期
分
出
の
島
津
氏
庶
子
家
川
上
氏
な
ど
多
様
で
あ
る
。
前
述
の
島
津
忠
国
・
立
久
期
の
敵

対
御
一
家
・
国
衆
討
伐
に
よ
り
、
彼
ら
の
一
族
・
被
官
の
多
く
が
「
御
内
」
に
取
り
込
ま
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
新
た
に

守
護
直
轄
領
と
な
っ
た
没
収
地
な
ど
に
配
置
さ
れ
た
。

　

な
お
、
守
護
島
津
氏
の
家
政
機
関
も
、
こ
の
「
御
内
」
に
よ
っ
て
担
わ
れ
、
そ
の
ト
ッ
プ
と
し
て
知
行
宛
行
状
な
ど

に
連
署
し
た
「
老
中
」
も
、
こ
の
階
層
出
身
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
田
・
平
田
・
村
田
・
伊い

地じ

知ち

・
桑く
わ

波は

田た

の
各
氏
ら

が
つ
と
め
て
い
る
。

　
「
国
衆
」
は
、「
国く
に

之の

面め
ん

々め
ん

」、「
国く
に

方か
た

」
と
も
呼
ば
れ
る
、
非
島
津
氏
一
族
系
の
有
力
国
人
で
、
平
安
末
期
以
来
の
郡

司
・
荘
官
、
鎌
倉
期
に
地
頭
と
し
て
南
九
州
に
土
着
し
た
も
の
た
ち
で
あ
る
。
本
貫
地
（
名
字
の
地
）
を
島
津
氏
か
ら

給
与
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
守
護
島
津
氏
に
従
属
し
、
給
地
を
宛
行
わ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
一
定
の
自
立

性
を
維
持
し
て
い
た
。
忠
国
期
に
「
国
一
揆
」
を
起
こ
し
て
守
護
支
配
に
抵
抗
し
た
主
体
は
彼
ら
で
あ
り
、
立
久
期
ま

で
に
多
く
が
討
伐
の
対
象
と
な
り
、
滅
亡
し
た
。
そ
れ
で
も
、
薩
摩
国
北
部
（
山
北
）
の
渋
谷
四
ヶ
所
（
入い
り

来き

院い
ん

・
祁け

答ど
う

院い
ん

・
高た

城き

・
東
郷
の
四
氏
）、
同
国
南
部
の
頴え

娃い

氏
、
大
隅
国
南
部
の
祢ね

寝じ
め

氏
、
肝
付
氏
ら
が
残
っ
た
ほ
か
、
日
向
国

山
東
（
宮
崎
平
野
）
の
伊
東
氏
は
、
当
主
祐す
け

堯た
か

（
一
四
〇
九
～
八
五
）
の
娘
が
島
津
立
久
の
正
室
に
な
る
な
ど
、
島
津
本

宗
家
と
対
等
に
近
い
立
場
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

　

島
津
立
久
期
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
国
境
要
地
へ
の
直
轄
領
設
定
と
と
も
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
新
た
な
御
一
家

の
成
立
・
配
置
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
一
五
世
紀
前
半
に
お
い
て
は
、
鎌
倉
・
南
北
朝
期
に
分
出
し
た
御
一
家
が
、

島
津
奥
州
家
の
家
督
の
決
定
に
大
き
な
影
響
力
を
も
ち
、
島
津
久
豊
の
家
督
継
承
の
よ
う
に
、
前
当
主
の
決
定
を
覆

し
て
、
新
た
な
当
主
を
擁
立
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
忠
国
期
の
「
国
一
揆
」、
そ
し
て
忠
国
・
用
久
兄
弟
の
内
訌
も
、

御
一
家
に
よ
る
支
持
・
承
認
が
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
島
津
立
久
と
し
て
は
、
み
ず
か
ら
に
近
い
血
縁
者
（
叔
父
や

兄
弟
）
を
新
た
な
御
一
家
と
し
て
取
り
立
て
る
こ
と
で
、
旧
来
の
御
一
家
の
発
言
権
を
抑
え
る
狙
い
が
あ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

最
も
大
き
な
勢
力
を
有
す
る
の
が
、
島
津
用
久
（
好
久
・
持
久
）
を
祖
と
す
る
薩さ
っ

州し
ゅ
う

家け

で
、
薩
摩
国
北
部
の
和い
ず
み泉
・

山や
ま

門と
の

院い
ん

（
出
水
市
）・
莫あ
く

祢ね

院い
ん

（
阿
久
根
市
）、
同
国
南
部
の
加か

世せ

田だ

別べ
っ

符ぷ

（
南
さ
つ
ま
市
）・
河か
わ

辺な
べ

郡
（
南
九
州
市
川
辺

町
・
南
さ
つ
ま
市
南
部
）
を
領
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
一
五
世
紀
中
期
の
「
国
一
揆
」
鎮
圧
の
過
程
で
用
久
自
身
が
制


